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漁業種類 主な取組

中・小型まき網漁業 ①餌として利用されている小型魚の有効活用
②漁獲物の高鮮度化・漁獲物選別の効率化

刺網漁業 ①抱卵イセエビの再放流による資源の維持・増大
②飲食店との漁獲物の直接取引

養殖業 ①養殖魚のブランド化
②漁船漁業との複合経営を促進

水産加工業 ①加工業者の協業化促進
②新規加工商品の開発

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 １１，９５６トン １２，０２４トン
海面養殖業生産額 ５億円 ６億円
漁業就業者数 ９１０人 ７６０人

新規漁業就業者数 ５人 ８人
雇用改善経営体数 ― ３経営体

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
漁獲物販売促進のためのイベント参加 ２回（Ｈ２６） ４回

養殖魚のブランド化 ―（Ｈ２６） ２件
低・未利用資源の加工原料化 ―（Ｈ２６） ２種

海区別の取組方針
各海区の海況や地域の特徴に応じた主要漁業ごとの課題解決に向けた主な取組と
海区ごとの指標

１ 西彼海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

イセエビ漁



１１

漁業種類 主な取組

小型底びき網漁業
①種苗放流、総量規制等の資源管理、投石等の漁場造成によるナマコ
資源の増殖

②出荷時期の調整による価格向上

養殖業 ①販路開拓による多様な売り先の確保
②貝類養殖への新規参入促進

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 １，６３０トン １，６３８トン
海面養殖業生産額 ８億円 １０億円
漁業就業者数 １，３０４人 １，０９０人

新規漁業就業者数 ９人 ７人

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
藻類養殖導入件数 １件（Ｈ２６） ２件
養殖魚のブランド化 ―（Ｈ２６） ２件
カキ養殖経営体数 ５７件（Ｈ２６） ５９件

２ 大村湾海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

カキ殻を利用したナマコの天然採苗
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漁業種類 主な取組

漁船漁業 ①海底耕耘等による漁場機能の回復
②ヒラメ、クマエビ等の放流適地への大型サイズ種苗の放流

養殖業（全体） ①養殖飼育作業のグループ化や飼料の改良等によるコスト削減など

トラフグ養殖業 ①身欠きふぐの販売等による高付加価値化
②赤潮観測体制の強化

カキ養殖業 ①生食用販売促進など販売単価向上の取組

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 ６，５２０トン ６，５５５トン
海面養殖業生産額 ２１億円 ２２億円
漁業就業者数 ９２４人 ７８０人

新規漁業就業者数 ４人 ６人
雇用改善経営体数 ― ２経営体

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
沿岸漁業生産量

（中・小型まき網除く） ２，１５８トン ２，１６８トン

イワガキ養殖 ２経営体（Ｈ２６） １４経営体

３ 橘湾海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

カキの水揚げ体験



１３

漁業種類 主な取組

漁船漁業 ①海底耕耘等による漁場機能の保全・回復
②有明海の海域特性に合った放流事業の推進

貝類養殖 ①アサリ漁場の底質改善
②アサリ垂下式養殖等の取組、カキの養殖技術の高度化

藻類養殖 ①ヒジキの養殖の取組

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 ２，０５３トン ２，０６２トン
海面養殖業生産額 ４億円 ５億円
漁業就業者数 １，１６８人 ９８０人

新規漁業就業者数 ６人 ７人

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
放流による漁獲増 １１７．９トン（Ｈ２６） １３７．５トン

垂下式養殖によるアサリ生産量 １１トン（Ｈ２６） ３０トン
養殖ヒジキ生産量（乾燥） ４．７トン（Ｈ２６） ５．２トン

４ 有明海海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

アサリ垂下式養殖試験
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漁業種類 主な取組

中・小型まき網漁業 ①アジ類・サバ類の養殖用種苗採捕
②拠点市場の水揚機能等の強化

沿岸許可漁業
（刺網、ごち網など）

①漁獲物取扱改善・活魚出荷による付加価値向上
②水産物流通施設や直売所等の共同利用施設の整備
③漁業許可制度の見直し

定置網漁業（大型定置、小型定置） ①就労環境の改善による定置従事者の確保、観光等他の産業との連携

ブリ類・マダイ養殖 ①出荷先のニーズに合わせた身質改善
②加工業者等との連携による生産体制の再構築

トラフグ養殖 ①自主的な生産調整による収益性重視の生産体制の構築
②観光・飲食・流通業界と連携した新たな販路の開拓

カキ養殖 ①マガキとイワガキの養殖を組み合わせた周年出荷体制の確立と消費
拡大

水産加工業 ①拠点市場と連携した生産・加工・販売体制の構築、高度な衛生管理
体制の整備による海外市場への輸出拡大

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 ７３，６７９トン ７４，５３２トン
海面養殖業生産額 ９８億円 １１０億円
漁業就業者数 ３，７４５人 ３，１４０人

新規漁業就業者数 ２６人 ５５人
雇用改善経営体数 ― １０経営体

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
水揚機能等を向上させた市場数 ―（Ｈ２６） ３件
HACCP等認定加工場数 ４件（Ｈ２６） ５件

トラフグ加工品の加工場出荷額 ２２８百万円（Ｈ２６） ３４２百万円
カキ生産量 ４４７トン（Ｈ２６） ５５０トン

５ 県北海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

トラフグの加工場
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漁業種類 主な取組
漁船漁業（ひき縄、一本釣など） ①漁獲物の鮮度保持や神経締め技術の習得・向上によるブランド化

定置網漁業 ①活魚出荷や鮮度保持など流通体制の改善や短期養殖の取組

養殖業 ①魚類養殖と貝藻類養殖との複合養殖の取組
②地元漁業との連携による養殖餌料用原料の安定確保

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 １３，４０７トン １４，２４３トン
海面養殖業生産額 ５７億円 ７１億円
漁業就業者数 ２，２９２人 １，９２０人

新規漁業就業者数 ２０人 ２６人
雇用改善経営体数 ― １０経営体

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
神経締めの技術者育成数

（五島市地域、定置網含む） ―（Ｈ２６） ３０人

改良・改善した定置漁場の数 ―（Ｈ２６） ５箇所
魚類養殖と貝・藻類養殖の複合養殖の漁場数 ―（Ｈ２６） ６箇所

６ 五島海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

アオサ養殖の導入



１６

漁業種類 主な取組

いか釣漁業 ①イカゲソミンチ等の一次加工推進による魚価の安定・向上
②漁業種類の多角化による経営安定化

釣漁業 ①サワラ等のブランド化や一次加工推進による魚価の安定・向上
定置網漁業 ①体験型の観光定置の取組
採介藻漁業 ①未利用資源であるアカモクを活用した所得向上

養殖業 ①海外も含めた販路開拓・確保と自営養殖・加工・販売による働く場
の確保

観光業との連携 ①各漁協による地域資源を活かした漁業体験等コンテンツの強化

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 ５，４３２トン ５，５２２トン
海面養殖業生産額 １６億円 ２０億円
漁業就業者数 １，１２２人 ９４０人

新規漁業就業者数 １１人※ １０人
雇用改善経営体数 ― ５経営体

※Ｈ２４～２６の新規漁業就業者数の平均は９人

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
経営セミナー・経営診断を受けた漁業者数 ―（Ｈ２６） ２０人

経営改善計画を策定した漁業者数 ―（Ｈ２６） ５人
観光メニュー数 ３メニュー（Ｈ２６） ６メニュー

７ 壱岐海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

定置網漁業の操業



１７

漁業種類 主な取組

釣漁業
①クロマグロ資源管理の徹底
②アカムツ、アマダイ、タチウオなどの鮮度保持、ブランド化による
魚価向上

いか釣漁業 ①漁獲物の規格統一、取り扱いのマニュアル化による価格向上
②藻類養殖などとの多角経営や法人化

定置網漁業 ①島内スーパー、飲食店等のニーズ把握による地産地消の推進
②低・未利用の漁獲物の新規加工品の開発や養殖用種苗への活用

採介藻漁業 ①直接取引、ネット販売や輸出などの新たな販路拡大等の取組

クロマグロ養殖業 ①餌料安定供給体制の構築
②養殖漁場の環境改善や魚病対策の取組

真珠養殖業 ①照りが良い真珠の出現率を高める養殖方法の開発・普及

流通・加工 ①島内の小売店、飲食店、宿泊施設等への供給体制構築
②韓国向けの効率的な輸出の展開

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
海面漁業生産量 １５，４９４トン １５，８５３トン
海面養殖業生産額 ７０億円 ８６億円
漁業就業者数 ２，８４５人 ２，３９０人

新規漁業就業者数 ５５人 ６１人
雇用改善経営体数 ― ５経営体

指標名 Ｈ２５（基準年） Ｈ３２（目標年）
経営改善計画策定数 ―（Ｈ２６） ６件

経営診断数 ―（Ｈ２６） ２０件
養殖クロマグロ生産額 ４，２１０百万円 ４，７４０百万円
真珠養殖生産額 ２，３３４百万円 ２，８５０百万円

長崎県の魚愛用店店舗数 ７店（Ｈ２６） １８店
島内加工業者の平成「長崎俵物」販売額 １３，９２２千円（Ｈ２６） １５，５００千円

８ 対馬海区

【指標一覧】
海区共通

海区独自

アカムツの水揚げ


